
月刊ウィーン GEKKAN-WIEN　Feber 2017　Nr. 331　gegründet 1989　平成元年創刊

月刊ウィーン
現地オリジナル取材と編集で
ウィーンを伝える月刊情報紙

創刊平成元年　創刊 29 年目

創刊 1989 年　Nr. 331

GEKKAN-WIEN 2017年　    ２月号

Tina Blau, Frühling im Prater, 1882　　Öl auf Leinwand 214 x 291 cm　　© Belvedere, Wien

ウィーンの女流画家 ティーナ・ブラウ（1845-1916）「プラーターの春」（部分）1882 年　ベルヴェデーレ上宮「ティーナ・ブラウ」展にて 2017 年４月 9 日まで展示



Jun Sugimoto 原子力の話Ⅱ「ウィーンと京都」 GEKKAN-WIEN　Feber 2017　Nr. 331　平成元年創刊3
　

三
年
半
程
前
に
な
る
が
、
中
国
ハ
ル
ビ
ン
工

程
大
学
の
招
待
に
よ
り
、
ハ
ル
ビ
ン
や
北
京
で

開
催
さ
れ
た
国
際
会
議
で
講
演
し
た
こ
と
が
あ

る
。
そ
の
縁
で
、
平
成
二
六
年
か
ら
三
年
続
け

て
同
大
学
が
主
催
す
る
雪
像
コ
ン
ク
ー
ル
と
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
京
都
大
学
の
学
生
が
招
待
さ
れ

た
。
今
年
も
京
大
に
招
待
が
あ
っ
た
が
、
チ
ー

ム
結
成
に
必
要
な
四
名

が
集
ま
ら
な
か
っ
た
た

め
、
現
在
筆
者
が
務
め

る
東
工
大
に
話
が
あ
っ

た
。
早
速
募
集
し
た

ら
、
赤
塚
研
究
室
の
修

士
一
年
、
川
村
隼
君
、
菊

池
浩
司
君
、
森
田
雄
貴

君
の
三
名
が
集
ま
っ
た

が
、
も
う
一
名
が
足
り
な

い
。
再
度
京
大
に
相
談

し
た
と
こ
ろ
、
四
回
生

の
近
岡
旭
君
が
手
を
挙

げ
た
の
で
、
両
大
学
の
混
成
チ
ー
ム
を
派
遣
し

た
。
一
月
四
日
～
六
日
に
開
催
さ
れ
た
雪
像
コ
ン

ク
ー
ル
に
は
地
元
中
国
を
中
心
に
十
二
ヶ
国
か

ら
九
五
大
学
、
我
が
国
か
ら
は
他
に
高
知
工
科

大
が
参
加
し
た
。
六
日
に
開
催
さ
れ
た
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
に
は
ハ
ル
ビ
ン
工
程
大
、
東
工
大・京
大
、

韓
国
科
学
技
術
院
か
ら
各
四
名
が
参
加
し
、
各

二
、二
、一
テ
ー
マ
の
発
表
と
討
論
が
行
わ
れ
た
。

　

雪
像
コ
ン
ク
ー
ル
で
は
、三
×
三
×
三・五
メ
ー

ト
ル
の
雪
ブ
ロ
ッ
ク
を
丸
三
日
間
か
け
て
削
っ

て
像
を
作
る
。
我
が
混
成
チ
ー
ム
は
飛
行
機
の

遅
れ
で
ハ
ル
ビ
ン
到
着
が
午
前
三
時
、
マ
イ
ナ

ス
二
十
度
の
寒
さ
な
ど
厳
し
い
状
況
下
、
外
国

チ
ー
ム
の
世
話
を
し
て
く
れ
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

の
協
力
も
あ
り
「
と
な
り
の
ト
ト
ロ
」
像
を
作

り
上
げ
、
優
秀
賞
を
獲
得
し
た
。
ま
た
、
原
子

力
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
も
研
究
発
表
で
存
在
感
を

示
し
、
討
論
に
も
積
極
的
に
参
加
し
、
宿
泊
し

た
国
際
寮
や
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
も
他
国
の
大
学

生
と
の
交
流
機
会
を
多
く
持
つ
こ
と
が
で
き
た
。

今
回
参
加
し
た
メ
ン
バ
ー
は
ハ
ル
ビ
ン
が
皆
初

め
て
で
、
珍
し
い
料
理
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
案

内
で
世
界
的
な
雪
祭
り
や
市
内
観
光
も
楽
し
む

こ
と
が
で
き
、
貴
重
な
良
い
体
験
が
で
き
参
加

し
て
本
当
に
楽
し
か
っ
た
、
と
学

内
報
告
会
で
は
笑
顔
で
語
っ
て
い

た
。
本
年
も
、
吉
川
榮
和
京
大

名
誉
教
授
が
主
宰
さ
れ
る
シ
ン
ビ

オ
社
会
研
究
会
の
ご
好
意
に
よ
り

旅
費
を
負
担
し
て
頂
い
た
。
紙
上

を
借
り
て
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
今
月
の
ウ
ィ
ー
ン
と

京
都
の
対
比
で
は
、
両
市
の
医

学
系
大
学
に
つ
い
て
述
べ
て
み

た
い
。
ウ
ィ
ー
ン
医
科
大
学
は
、

一
三
六
五
年
創
立
の
ド
イ
ツ
語

圏
で
は
最
古
・
最
大
の
大
学
で

あ
る
ウ
ィ
ー
ン
大
学
の
医
学
部
が
独
立
し
て
、

二
〇
〇
四
年
に
創
立
さ
れ
た
。
学
生
数
は
八
千

人
超
で
二
七
の
大
学
病
院
、
三
つ
の
臨
床
研
究

所
、
一
二
の
理
論
医
学
セ
ン
タ
ー
、
数
多
く
の

高
度
専
門
研
究
室
を
有
す
る
。
ミ
ュ
ラ
ー
学
長

に
よ
れ
ば
「
知
識
の
獲
得
、
伝
達
、
適
用
」
が

大
学
の
三
大
課
題
と
の
こ
と
で
あ
る
。
入
学
生

数
は
約
六
〇
〇
～
七
〇
〇
人
で
あ
る
が
、
入
学

試
験
が
な
か
っ
た
二
〇
〇
八
年
以
前
に
は
入
学

者
は
二
千
人
も
あ
り
、
年
毎
に
学
生
数
を
極

度
に
絞
っ
た
と
い
う
。
病
院
実
習
を
主
に
行
う

ウ
ィ
ー
ン
総
合
病
院
（
Ａ
Ｋ
Ｈ
）
は
、
医
師
数

約
一
五
〇
〇
人
、
病
床
数
約
二
一
〇
〇
床
と
欧

州
で
も
最
大
規
模
で
あ
る
。
大
学
も
病
院
も
高

度
医
療
の
研
究
と
実
践
を
目
指
し
て
い
る
。

　

一
方
、
一
八
九
九
年
創
立
の
京
都
大
学
医
学

部
は
、
学
生
数
は
約
二
五
〇
〇
人
、
十
二
の
附

属
教
育
研
究
施
設
を
有
す
る
。
上
本
医
学
部

長
に
よ
れ
ば
、「
好
奇
心
、
挑
戦
、
継
続
」
が

学
部
の
精
神
と
し
て
い
る
。
医
学
科
の
定
員
は

一
〇
七
人
、
東
大
医
学
部
医
学
科
と
並
び
入
学

は
全
国
最
難
関
で
あ
る
。
附
属
病
院
は
医
師
数

約
千
人
、
病
床
数
約
千
床
で
あ
る
。
も
う
一
つ

の
京
都
府
立
医
科
大
学
は
、
一
八
七
二
年
建
学

と
我
が
国
で
も
最
古
の
医
科
大
学
の
ひ
と
つ
で

あ
る
。
吉
川
学
長
に
よ
れ
ば
、「
世
界
の
ト
ッ
プ

レ
ベ
ル
の
医
学
を
地
域
へ
」
が
ス
ロ
ー
ガ
ン
で

あ
る
。
学
生
数
は
約
一
四
〇
〇
人
、
五
つ
の
附

属
施
設
を
有
す
る
。
医
学
科
の
定
員
は
一
〇
七

人
で
、
偏
差
値
は
京
大
の
他
の
学
部
よ
り
高
い

位
で
あ
る
。
附
属
病
院
は
医
師
数
約
五
百
名
、

病
床
数
約
千
床
で
あ
る
。
両
市
の
医
学
系
大
学

は
、
優
秀
な
人
材
を
輩
出
す
る
と
と
も
に
、
地

域
の
高
度
医
療
を
支
え
て
い
る
の
が
似
て
い
る
。

　

余
談
で
あ
る
が
、
筆
者
が
ウ
ィ
ー
ン
赴
任
時

に
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
の
試
合
で
ボ
ー
ル
が
足
を
直

撃
し
、
Ａ
Ｋ
Ｈ
で
診
察
し
て
も
ら
っ
た
こ
と
が

あ
る
。
ま
た
、
京
大
在
学
中
に
は
、
教
養
の
英

語
ク
ラ
ス
で
医
学
部
の
女
子
学
生
と
一
緒
だ
っ

た
り
、
二
年
前
も
京
大
病
院
で
診
断
書
を
作

成
し
て
も
ら
う
な
ど
、
両
大
学
の
医
学
部
に
は

ち
ょ
っ
と
し
た
縁
が
あ
っ
た
。
両
市
の
医
学
系

大
学
を
紹
介
で
き
た
幸
運
に
感
謝
し
つ
つ
、
編

集
部
に
依
頼
し
た
ウ
ィ
ー
ン
医
科
大
学
の
写
真

を
掲
載
さ
せ
て
い
た
だ
く
。

■
杉
本
純
東
工
大
特
任
教
授
前
京
大
教
授

　
　

元
原
子
力
機
構
ウ
ィ
ー
ン
事
務
所
長
■

杉
本
純
の
原
子
力
の
話
Ⅱ

ウ
ィ
ー
ン
と
京
都 
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ツーリスト・インフォ Tourist Info Vienna
１区 Albertinaplatz / Maysedergasse 角

毎日９時～ 19 時　 free WLAN 　無料 WiFi
日本語資料（無料）：月刊ウィーン・地図・観光&ホテル案内

◎◎ 空港送迎や観光は快適なメルセデスベンツで ◎◎
Tel. O676-700 3728（英語＆独語）

＊＊日本語でのご予約はメールでお早めにgekkan@utanet.at（翻訳仲介ボランティア）＊＊
料金例：空港〜ウィーン市内（３名様まで＋通常スーツケース２個まで）片道€35
別車種（４名様まで＋通常スーツケース４個まで）€35 ／５名様の場合は€52

月刊ウィーン 定期購読のご案内
～ウィーンから郵送で～ウィーン現地から微風をお送りします～

定期購読の手続きの順序  ⑴ 購読料を振り込み後に ⑵ メールか郵便で申し込み
⑴ 日本で定期購読をご希望の場合は１年分 9000 円を以下にお振込み下さい。

三菱東京 UFJ 銀行 金沢文庫駅前支店（支店コード 304）口座 0449986（有森トランスレーション）
または、日本の郵便口座 00210-3-77876（有森トランスレーション）

⑵ 上記の口座に購読料お振込み後、日本語で宛先（お名前＆住所）と送付開始号を
gekkan@utanet.at　宛にメールで、またはハガキや手紙で

K.Fukuda, Wildpretmarkt 1-7, A-1010 Wien  Austria  宛にお知らせ下さい。

弊社は「医療」「原子力」「産業」「放射線測定」などの各分野において
放射線を安全に有効利用するための機器やサービスをトータルに提供し

放射線の「利用」と「防護」の双方でお客様のニーズにきめ細かくお応えします。

http://www.c-technol.co.jp

日本語情報誌『月刊ハンガリージャーナル』「ウィーン便り」連載中
発行：日本ハンガリービジネスオフィス   www.hungarytoday.jp   jhbo@japhun.com

OSCE 欧州安全保障協力機構 Dmitri LjubinskiSebastian Kurz Peter Neumann

ドミトリ・リュビンスキ在オー
ストリア・ロシア大使が、年頭
に向けたロシアの展望について、
オーストリア外務省東欧担当官
との質疑応答形式で語った。

テロ専門家でロンドン・キングスカ
レッジのペーター・ノイマン教授が
議長特別委任となり、過激化に対
する闘いを実務的に進める。同大
の過激化研究国際センター所長。

今年はオーストリアがOSCE議長
国で、セバスティアン・クルツ外
相は議長として、協力安全性の強
化、過激化に対する闘い、信頼の
再確立に重点を置くと述べた。

ウィーン（王宮）に事務局のある
欧州安全保障協力機構 OSCE 
の2017年初会合が開催された。


